
 

 

 

 

 

 

次期松本市総合計画の進捗状況及び新教育大綱策定方法について 

 

１ 趣旨 

  松本市総合計画（基本構想２０３０及び第１１次基本計画）の策定に向けた現在の検

討状況、及び新教育大綱の策定方法について報告するものです。 

 

２ 次期松本市総合計画の進捗状況 

 ⑴ 総合計画の概要 

  ア 総合計画とは 

   ・市が策定する全計画の基本となる最上位計画 

   ・まちづくりの基本目標を定めた市政運営の指針となる計画 

   ・現行計画は今年度で終了 

  イ 計画の構成 

   ・基本構想２０３０ … 基本目標（期間１０年） 

   ・第１１次基本計画 … 政策の方向性（期間５年）  

   ・実施計画     … 事務事業の実行計画（毎年度見直し） 

 

 ⑵ 経過 

  元． ９．２４  庁議（兼第１回松本市総合計画策定庁内委員会）で松本市総

合計画の策定について協議し、了承 

１０．２３  市議会総務委員協議会に次期総合計画の策定に着手することに

ついて報告 

２． ５．２５  市議会総務委員協議会に現在の検討状況等について報告 

７． ９  「松本市基本構想２０３０市民会議」（以下、「市民会議」とい

う。）を設置し、第 1回会議を開催（以後、計４回開催） 

     １１．１８  市議会総務委員協議会に現在の検討状況等について報告 

 

 ⑶ 現在の検討状況 

 ア 基本構想２０３０（令和３年度～令和１２年度） 

   (ｱ) 新たな総合計画を市民と共に策定するために、各分野の専門的知見を有する 

２１名の市民からなる市民会議を設置しました。 

   (ｲ) これまでに、４回の会議のほか、適宜オンラインによる会議等を開催し、昨年

度実施した基礎調査結果等をもとに、５０年、１００年先を見据え、現状の課題

や松本市の強み・弱み、今後のまちづくりの在り方等を議論しています。 

(ｳ) 市民主体の計画策定を具現化するため、基本構想については、原案を市民

（市民会議）がとりまとめるという方向性のもと、現在、とりまとめに向けた

作業を行っています。 

総合教育会議 

２．１１．２６ 

総合戦略課 



 

 

  イ 第１１次基本計画（令和３年度～７年度） 

(ｱ) 第１０次基本計画の施策評価（振り返り）をもとに、継続すべき施策及びそ

の内容を精査しています。 

(ｲ) 新たな政策課題の洗い出しを行うとともに、市民会議における意見や議論の

方向性を踏まえ、施策立案を行っています。 

(ｳ) 基本構想２０３０の原案がまとまり次第、政策の方向性や施策の体系等を整

理し、第１１次基本計画の素案としてとりまとめます。 

 

⑷ 新たな総合計画の体系等 

何よりも「市民にとって分かりやすく、親しみやすい計画」とすることを念頭に、

市民会議の議論を踏まえ、次のような視点をもって計画の体系等を整理しています。 

ア 計画の性格（どのような計画にすべきか） 

   松本が持つ特性や強み、現代や近未来の社会潮流を捉えた上で、５０年、１０

０年先を見据え、この１０年で「何のために、何をするのか」を主眼に置き、行

政や市民の行動目標となるような計画とします。 
 

   ≪参考・市民会議での議論より≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 計画の体系（案） 

          基本理念  … ５０年、１００年先の松本を見据え、何を目指すのか 

                 

 

         基本目標  … 基本理念の実現に向けた、行動指針（アクション） 

 

 

 

 

 

 

各アクションに共通する視点 

・人口減少社会    ・循環型社会、質の追求 

・柔軟性       ・世界の潮流（Think globally） 

・デジタル化     ・多様性への寛容さ、共生 

・だれもがチャレンジできる（公平性・公正性の担保） 

基本 

構想 

計画の性格 …「何のために、何をする」のかを常に問う 

・次の５０年、１００年先の松本の社会基盤をつくる計画 

・柔軟性を有する計画。状況の変化に対応できる計画 

・松本の強みを、特徴を活かす計画 

松本市の特性・強み 

・「自然と都市」、「新と旧」の融合 

・松本城、城下町、国立公園、上高地、ｱﾙﾌﾟｽ 

・文化芸術が盛ん、クラフト文化 

・三つの「ガク都」 ・商都、世界的観光地 

・コミュニティの強さ、公民館活動の活発さ 

・恵まれた医療体制、健康づくりの取組み 

社会潮流 

・人口減少と少子高齢化  ・量から質へ 

・地方創生、都市間競争の加速 

・技術革新／デジタル化 

・無形資産型経済の拡大、働き方の多様化 

・貧困、格差の拡大  ・防災力強化の時代 

・多様性の大切さの再認識 



 

 

 

        政策の方向性  … 行動指針に基づく、政策の方向性（チャレンジ） 

 

         基本施策     … 各分野の個別施策・目標 

 

 

ウ 基本構想２０３０の体系イメージ   別紙のとおり 

 

３ 新教育大綱策定方法 

  市の最上位計画である、松本市総合計画における教育分野の施策との整合性を図り、

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 1条の３第１項の規定により、総合教

育会議での協議の上、市長が策定します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後の進め方 

 ⑴ 松本市総合計画の策定の進捗に合わせ、新教育大綱（案）を作成に着手します。 

⑵ 新教育大綱（案）を総合教育会議で協議の上、市長が策定します。 

 

基本 

計画 
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基本構想２０３０・第１１次基本計画 

総合計画のうち、 

【教育分野】の基本目

標・施策の方向性 

市長の教育に対する

考え方 

松本市教育大綱 
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基本構想２０３０の体系イメージ

•「何のために、何をする」を常に問う。
•次の５０年、１００年先の松本の社会基盤をつくる計画
•柔軟性を有する計画。状況の変化に対応できる計画
•松本の強みを、特徴を活かす計画

計画の性格
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（コンセプト）


